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アトピー性疾患の原因となるダニは, チリダニ類のヒョウヒダニである。ヒョウヒダニは室内塵から検出
される体長 0.2～0.3 mm 程度の微小な生物で, 人の垢やフケ, 塵の中の有機物を餌としている。ヒョウヒダニ
の中でもコナヒョウヒダニ （Dermatophagoides farinae：以下 Der f） とヤケヒョウヒダニ （D. pteronyssinus：
以下 Der p） は代表的な二種である。外見上, これらにはほとんど違いがないが, コナヒョウヒダニはヤケ
ヒョウヒダニより乾燥に強いといわれている。ヒョウヒダニの主要アレルゲンとされるのは, グループ 1 （Der 
f 1 と Der p 1）およびグループ 2 （Der f 2 と Der p 2） の二つのグループに属するアレルゲンである。グルー
プ 1 アレルゲンはシステインプロテアーゼであり, 以前から, そのプロテアーゼ活性とアレルギー発症の関
連性が報告されている。一方, グループ 2 アレルゲンは脂質を結合することが示されおり, 脂質を輸送する
はたらきが示唆されているが, ダニ個体における機能やアトピー性疾患との関連は全くわかっていない。グ
ループ 2 アレルゲンが人の体内に取り込まれる際, ダニ由来の脂質を結合してアレルゲン性をもつ可能性は
十分に考えられるが, 詳細は全く不明である。そこで本研究では, コナヒョウヒダニアレルゲン Der f 2 の生
物学的機能とアトピー性疾患の関連を明らかにすることを目指し, ダニ個体内における Der f 2 の局在ならび
に脂質の分布を調べることとした。
実験は, コナヒョウヒダニを飼育下で繁殖させ, 以下のテーマで行った。
（1） ダニ抽出物に含まれる Der f 1, Der f 2 の定量
ダニの生きた虫体, 糞, 死骸をそれぞれ潰して抽出用バッファに入れた。得られた抽出液を, 抗アレルゲ
ン抗体と反応させ, ELISA 法により測定し, 定量を行った。その結果, Der f 1 は虫体より糞に多く含まれ, Der 
f 2 は糞に比べて虫体により多く含まれることがわかった。
（2） ダニ切片における Der f 2 の局在観察
ダニの連続切片を作製し, 免疫染色を行った結果, Der f 2 はダニの中腸に確認された。これは先行研究 ［1］
と一致する。またさらに, Der f 2 はダニの食道, 盲嚢および表皮にも存在することが今回の実験で明らかに
なった。
（3） ダニ生体内における脂質分布の可視化
ダニ生体の腹部にタングステンニードルで微小な穴を開け, そこへ脂質染色試薬 Dyrect Live-Cell を滴下
後, 蛍光顕微鏡で観察した。その結果, 極性脂質を示す蛍光が主に表皮と体液などにみられた。表皮の蛍光
はクチクラ層や重合した脂質の層によるものと推測される。今後は, 脂質分布と Der f 2 局在との対応を詳細
に調べる必要がある。
［1］ K. Y. Jeong, I. Y. Lee, H. I. Ree, C. S. Hong, T. S. Yong: Allergy 57, 729-731 （2002）
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